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かどうかが「よく生きる（ウェルビーイングの）」ためには決定的な意味を

持つ。空白には電荷がなく手がかりがないが、余白には指をかける、放電す

る場所がある。余白は想像力を生み出す場所であり、動くことのできる余地

になる。

空白にごくごく薄い墨をあるかないかに掃く、そこに余白が生まれる。空

白に見える場所に、ごく小さな鶸を描くことで、それ以外の空間が一挙に余

白に変わる。

余白はなんとなく生まれるものではない、構造的に作り出すものだ。「よ

く生きられる」場所をつくるには、空白に薄墨を掃き、小さな鶸を描かなく

てはならない。想像力のきっかけや手ががりを準備することで、人々は動き

出しやすくなる。

地域をプロモーションするということが、地域の名を知らしめることにと

どまるのではなく、その地域に関わる人々が「よく生きる（ウェルビーイン

グの）」ためのものだとすれば、地域プロモーションは空白を余白に変えな

くてはならない。

空白を余白に変える、「なにもない」まちを、荷電した、エネルギーの準

備された場所にする、そのための薄墨のひと掃けの一つが、ブランドメッ

セージであるはずだ。安倍亜裕子は、そうしたありようを書いている。

章のはじめに

国宝「松林図屏風」を東京国立博物館で見たことがある。それ以外にも何

回か、実見している。そのたびに時間が溶けていく。特に、東京国立博物館

では、それほど多くの人が周りにいたわけでもなかったこともあって、気づ

けばガラスケースの前に立ってから相当な時間が経っていた。

「松林図屏風」を描いた長谷川等伯は安土桃山から江戸初期にかけての絵

師である。当時、大きな力のあった狩野派と競いながら、支援者であった千

利休の切腹、等伯の息子であり次代を担う存在として期待されていた久蔵の

早逝という厳しい時期を迎える。

この、千利休と久蔵の死の年から何年かをかけて「松林図屏風」は描かれ

ている。

水墨画である。朝霧だろうか、靄のなかに何本かの松が奥行きをもって

立っている。一部にでも濃い墨が用いられているのは四本の松、10本ほどの

松樹は薄墨である。濃墨も薄墨も、一様の濃さではない。濃薄で重なり描か

れた松は、遠近を見事に表している。

そして、圧倒的な余白がそこにある。余白に湿った空気が見える。見えな

いはずの空気が見える。余白とはいえ、ごく薄い墨が掃かれているためだろ

う。

この余白に松は立つ、じっと見ていると、松がこちらに迫ってくるように

も感じられる。そのとき松は既に松ではなく、あたかも、それぞれに思いを

背負った人であるようにさえ見える。そこに、靄の奥から徐々に、明らかな

姿を見せて現れる利休や久蔵が見える。

余白の話だ。余白ほど饒舌なものはない。余白は何かが立ち現れてくるた

めの場所である。そこには充溢した、準備されたエネルギーがある。放電さ

れ消費されることを待つエネルギーが用意された場所が余白だ。

余白はのっぺりとした空白ではない。いや、空白を余白として解釈できる
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ちろん、参加者の「まちが好き」という気持ちを強くさせることにもつなが

りました。

プロジェクトで考案したブランドメッセージ候補案は、コピーライターが

ブラッシュアップすることにしました。そのようにしてできあがった 4つの

候補案から選ぶ最終選考は、より多くの住民に関わってもらうため、誰もが

投票できる「総選挙」としました。

Web投票に加え、気軽に投票してもらえるよう、町内各所に投票箱を設

置。学校へ依頼し、中高生にも投票してもらいました。

また、ブランドメッセージに関する取組への理解や、総選挙への参加を促

すため、さまざまな動画を作りました。動画に登場するのはプロジェクト参

加者や高校生など多くの住民たちです。総選挙にちなみ「選挙特番」「勢見

放送」として、ニュースキャスター役や立候補者役を演じ、投票を呼びかけ

ました。

この結果、町人口のなんと、ほぼ半数にあたる、2,331票の投票があり、

ブランドメッセージが決定しました。

「余白あります。」はなぜ、どのように作られたのか。

島根県飯南町　安倍亜裕子（一部補記 河井）

飯南町の人口は約4,400人。人口減少が進んでおり、まちの存続のために

は、行政のみならず、住民自らがまちに関心を持ち、行動することが望まれ

ます。しかし、住民座談会やアンケート結果で分かったのは、「行政が目指

す方向が分かりにくい」「情報発信不足」「人とつながる場がほしい」という

住民の声。

これらの意見に対応し、住民が地域へ主体的に関わる仕組みづくりのため、

ブランドメッセージを活用したシティプロモーションに取り組むこととしま

した。

私たちは、住民参加による「ブランドメッセージづくりプロジェクト」を

実施することにしました。参加者は高校生から70代までと幅広く、予想以上

の盛り上がりでした。自分たちで考えた言葉がブランドメッセージになると

あって、議論も白熱します。

日常で感じる小さな幸せや、まちの好きなところなど話は尽きません。

「人とつながる場」を設けたことで、住民同士のつながりが生まれたのはも

事例

第 1章　ウェルビーイングに必要なものは「余白」か「空白」か
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ブランドメッセージを考案する参加者たち 住民やマスコットキャラクター「い～にゃん」が登場する動画で投票呼びかけ
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の思いの強さ、豊かな感性、個性的な特技の数々です。まちの魅力とは、そ

こに暮らす人々の暮らしそのものであると感じました。

決定したブランドメッセージは「余白あります。」。「余白」という言葉に

は、豊かな自然、自分らしい暮らし方、未来への可能性などさまざまな意味

を持たせています。ブランドメッセージをきっかけとして、まちに関心を

持ってもらおうと、住民が出店者となるマルシェや、オリジナルグッズコン

テストなどを継続的に開催しました。

さらに、「余白あります。」の持つ意味をじっくり伝えるためのツールが必

要と考えました。住民が主役となる仕掛けとして「余白で表現されるまちの

魅力を記した書籍を制作・販売する」という取組を実施することにしました。

地域の魅力は地域に暮らす人が発信していくという「ローカルジャーナリ

スト」の考え方や、取材方法、執筆方法などを学びながら、中学生から70代

までの11名が記事を執筆しました。

完成した書籍「余白の中で。」（飯南町まちづくり推進課企画・編集、ハー

ベスト出版、2023年）は、全国の書店やインターネットで販売されています。

書籍に登場した住民への取材や、仕事の発注などの反響が多数ありました。

SNS に書籍の感想を投稿したり、同窓会で配るからと何冊も購入する方

もいました。書籍販売と並行し、本を片手にまちの魅力を語り合うトークイ

ベントや、ワークショップ、写真展などを開催しました。

住民が主体的に関わる取組を行うなかで印象的だったのは、住民のまちへ

第1章　ウェルビーイングに必要なものは「余白」か「空白」か
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推敲を重ね、記事を書き進める参加者 書籍にちなんだ写真展の開催
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と定義したはずだ。

シティプロモーションを進めるには、 5段階に分けて発想、実行していく

ことが求められる。詳細については『「関係人口」創出で地域経済を潤すシ

ティプロモーション2.0』（第一法規）に詳しいが、ここでは、概要を示そう。

①�　地域にとって最も重要な資源を、地域への「関与意欲」として把握する

【地域参画総量】

消滅可能性自治体という、なかなかに礼を失したことばがある。もっぱら、

出産可能とされる女性人口の変化に基づいた考え方だ。そういえば「産めよ

殖やせよ」というスローガンがあった。第二次世界大戦前の厚生省予防局優

生課が提起した国策標語と紹介される。

これらの言葉には「人口」は手段であるという発想が見える。女性は産む

機械ではない。女性が、多くの場合はパートナーとともに、そうではない場

合もあることには十分に意識しなければならないが、自ら、産めるか、産み

たいかを十分に考え、決定した結果が、人の誕生でなければならない。現在、

そうではない出産が存在することを痛みとして捉えることも必要だ。

出産可能とされる女性人口という考え方にとどまっていては、こうした、

女性の自律を支える思考を失いがちになる。政府や自治体も、産める状況を

作る、産みたい状況を作るための努力を行っていることは否定しない。そう

であれば、「産みたい」という意欲に焦点を当てることが求められるはずだ。

さらに、生まれ育った人も、また自由であることを考えれば、そのすべて

の人々が常に、地域の持続を望まなければならないわけではない。望まない、

あるいは興味がないという判断も当然に許容されるはずだ。

そのうえで、地域を持続させようとするのであれば、地域に関わって能動

的に「よく生きよう」とする人々が増えなければならない。出産可能とされ

る女性人口という発想を否定はしない。しかし、その言葉は思考を停止させ

島根県飯南町は島根県の中南部、中国山地の中ほどに位置している。面積

242.88km²のうち約 9割は森が占めており、標高 1千メートル級の山々がま

ちを囲んでいる。

ちなみに1975年に8,180人だった人口は、2024年 6 月には4,398人に減少し

ている。あいもかわらぬ人口減少、ひいては地域消滅の話か。

いや、地域には「あいもかわらぬ」話などはない。その場所に関わって生

きる人々それぞれがもつ感情の集積、そうした感情をもつ個人それぞれを主

語にする物語が、そこにある。

飯南町は2022年度から2023年度にかけて、シティプロモーションの一環と

してブランドメッセージを作成し、活用するための多様な取り組みを行った。

空白を余白に変える取り組みである。

シティプロモーションとは何か。本書では既に「地域を持続的に発展させ

るために、地域の魅力を創出し、地域内外に効果的に訴求し、それにより、

人材・物財・資金・情報などの資源を地域内部で活用可能としていくこと」
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は地域の実情によってさまざまだろう。

たとえば「あなたは地域をよりよくするための活動に参加する意欲はあり

ますか。最も強い場合を10、まったくない場合を 0（ゼロ）として、10から

0の間で答えてください」と尋ね、10から 8と答えた人を「関与意欲の高い

人」と把握し、 5以下の数字を答えた人を「後ろ向きの人」と考えてもいい。

そのうえで、関与意欲の高い人が30％、後ろ向きの人が20％なら、30－20

の「引き算」をして求めた10に人口を掛け算することで、地域への関与意欲

の総量を測るという発送も可能だ。人口が 5万人であれば、10× 5 ＝50とい

う関与意欲の総量が計算できる。

同じ設問をしても、10から 6を意欲の高い人とし、 3から 0を後ろ向きの

人としてもいいだろう。全国統一にして比較することよりも、地域の変化を

測ることに意味があれば、それぞれの地域で異なった計算方法を用いても、

時系列で一致していれば何らの問題はないと考える。

従来、私が提起していたmGAPは10から 8 をプラス、 5 から 0 をマイナ

スとして一律に考えていた。このプラスとマイナスを説明力を持って各地域

で定めるということがmGAP改という発想になる。

さらに、私としては「地域をよりよくするための活動への参加意欲」だけ

ではなく、「地域を知人友人におすすめする推奨意欲」や「地域のために活

動している人への感謝意欲」も重要な関与意欲だと考えている。

また、人口についても、地域在住人口だけではなく、関与を期待する一定

の属性を持つ地域外の人々の意欲を計算することも、関係人口の観点からは

重要だろう。

これらは先述した『「関係人口」創出で地域経済を潤すシティプロモー

ション2.0』で紹介した、修正地域参画量指標（mGAP）を参照してほしい。

ただし、これも一つの考え方だ。十分な理由を持って別の計算方法を選ぶの

であれば、それもいい。

る。地域への関与意欲を持つ可能性のある人々の母数が増えることは悪くな

い。しかし、それは母数に過ぎない。

多くの人口という母数を持つ自治体があるとしても、その自治体の持続に

なんの関心もない人々ばかりであれば、早晩、その自治体は行き詰まるか、

実のところ、誰にも信任されていない政治家たちの草刈り場になる。それで

もいいというなら、それも自由だ。

消滅可能性自治体の発想にはもう一つ欠けているものがある。地域は人口

にカウントされる住民だけで持続するわけではない、たとえ住民が少数で

あっても、地域外から幅広い多様な支えがあれば、地域は持続する。

2014年の消滅可能性自治体一覧に豊島区があった。その後の取り組みに

よって2024年の一覧からは外れたが、たとえ、豊島区の人口がゼロになって

も、豊島区の中心地域である池袋は、ぱちん！と消滅することはなかっただ

ろう。

地域は住む人だけによって成立しているわけではない。その地域に関わろ

うとする意欲の総量によって成立する。

②�　資源としての関与意欲を「定量化」する�【修正地域参画量指標mGAP】

地域持続のための資源である地域参画総量が抽象的な「やる気」にとど

まっていては、現状を分析し、事業の成果を評価することができない。地域

参画総量は、関与する人口と関与意欲の掛け算によって計算し、定量化する

ことができる。

このときに必要な考え方に「引き算」がある。意欲のない、地域持続に後

ろ向きな人の存在は、意欲を持つ人の足を引っ張るという発想だ。関与意欲

を持つ人が多く存在したとしても、後ろ向きの人も相当数いるとすれば、地

域を持続させる力は相殺される。

そのため、地域への関与意欲の高い人から、後ろ向きの人を数を「引き

算」することで、地域に溜まっている関与意欲の総量が計算できる。どのよ

うな人を関与意欲の高い人と捉え、どのような人を後ろ向きの人と捉えるか

10 11
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い関与意欲を持っている人が多い。地域にもともと強い関与意欲を持ってい

る人々の数はそう多くはない。結果として、自治体の行う多くの公募に同じ

顔をした人々が応募してくる。常連さんだ。

地域魅力創造・革新スパイラルは、螺旋状に回転することによって地域へ

の関与意欲を高めていく思考であり、方法だ。地域魅力創造・革新スパイラ

ルに関わることによって、さまざまな人に「よく生きる（ウェルビーイング

な）」ことを促す取り組みのはずだ。

そうであるなら、もともと強い関与意欲を持っている、常連さんだけでス

パイラルを動かしては、頭打ちになる。どうすればいいか。「お誘い」だ。

公募もお誘いではないかと言われるかもしれない。確かに。しかし、ここで

はもっと積極的なお誘いを意味する。公募は「誰でもどうぞ」だ。必要なお

誘いは「あなたたちのなかから誰か」あるいは「あなた」をお誘いするもの

になる。

③�　関与意欲を創りだすために、「地域を語る力」を育てる【地域魅力創

造・革新スパイラル】

何もせずに体温だけを測っていればそれなりに重い病気が治るわけではな

い。ただの風邪なら放っておいて自己免疫で治癒するかもしれないが、水虫

はそうはいかない。治ったと思っても潜んでいて、さらに重くなって再発す

る。治療したほうがいい。

地域への関与意欲を高める方法の一つに「地域を語れるようにする」とい

うものがある。「なにもない」まちだと述べていた人が、地域を知り、地域

を語れることになったことで「なにかしたくなる」ということは少なくない。

定量的なアンケートでも確認されている。

では、どのようにすることで「地域を語れるようになる」のか、そうした

ものはいくらでもあるだろう。一つの方法しかないなんてはずはない。

例えば私は「地域魅力創造・革新スパイラル」という方法を提案する。舌

を噛みそうだ。「地域魅力創造サイクル」でも何ら問題ない。ただ、一周で

は終わらず、その語り方を常に「革新」することが望ましいこと、徐々にで

も語り方を多様に高めていくことが意義を持つと考えることから「スパイラ

ル（螺旋）」と名付けているに過ぎない。以前は、私自身「地域魅力創造サ

イクル」と述べていた。その程度のものだ。

この地域魅力創造サイクル、おっと地域魅力創造・革新スパイラルを活用

した取り組みの一つが飯南町のブランドメッセージ「余白あり。」の作成で

ある。

地域魅力創造・革新スパイラルは、発散・共有・編集・研磨／共創参画獲

得というステージによって成立する。具体的に述べていこう。

地域魅力創造・革新スパイラルを実現するには、まず、地域に住む、ある

いは地域に多様に関わっている人々に参加を求めることが必要になる。こう

したときに多く行われる方法が公募だ。悪くない。自ら関わろうとする人々

を大事にすることは重要だ。

しかし、それだけでは足りない。公募に応じようとする人々はもともと強

12 13

図1-2　地域魅力・革新創造スパイラル
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しかし、それだけでは足りない。公募に応じようとする人々はもともと強
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図1-2　地域魅力・革新創造スパイラル
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画者が全く知らない「よく生きようとしている」人が見つかることが期待で

きる。

ストレートに「あなた」をお誘いする方法に「くじびき」がある。無作為

抽出アンケートで回答者を選ぶことと同じだ。ある程度の属性別に抽出でき

た人々にお手紙を出す。これこれこういうことを行うのだけれど、興味のあ

る方はいませんかと誘う。

多くの人が参加しようと思うわけではないだろう。それでもゼロとは限ら

ない。「あなたが選ばれました」という言葉に反応する人もいる。「地域に生

きる人々がよりよく生きる（ウェルビーイングの）ために、他でもない、ま

さに、あなたの力が必要だ」と伝えることは。地域の中の物語を用意し、そ

の主要な登場人物になってみてはどうかというお誘いである。

くじ引き民主主義という考え方がある。吉田徹が『くじ引き民主主義政治

にイノヴェーションを起こす』で紹介している。投票による間接民主主義が

十分な機能を果たせない状況において、くじ引きによって選ばれたものが十

分に情報を得て、議論し、一部の施策を決定する。そのような形で行われる

こともある。

私たちは代表されるだけの存在ではない、自らが決定する存在として「よ

く生きる（ウェルビーイング）」、そういう機会が数多く、多様な人々に準備

される地域はイケている。

さらに、呼びかける人を、その地域に住んでいる人に限る必要はない、限

らない方がいい。働きに来ている人、過去に住んでいたが今は離れている人、

地域にある高校の出身者で大学進学により別の場所に暮らしがある人たちに

も関わってほしい。場所や時期、時間に心を留めることで、そうした人々の

関わりも可能になる。

このようにして、集まった人々によって、地域魅力創造・革新スパイラル

の最初の一周であるワークショップはごろりと動きだす。

とはいえ、閑話休題としては、いささか長くなった。この続きは、次章の

福井県坂井市の取り組みに関わって述べていこう。

具体的な例の一つに、高校生へのお誘いがある。地域内にある高校に働き

かける。これこれこういうことを行うのだけれど、興味のある高校生はいま

せんかと誘う。「誰でもどうぞ」の公募では腰の上がらない高校生たちも、

学校から「こんなことをやるようだが、興味のあるやつはいるか」と聞かれ

たり、「こういうの、君、どうだい？」と問われるなら、考えることもある

だろう。

「あなたたちのなかから誰か」お誘いで気にしたいこととして「長」では

なく、できるだけ実務を担っている人にお願いできると嬉しいと伝えること

もある。欲しいのは組織の意見ではない。あなたの意見であり、あなたの発

想であり、あなたの関与だ。

「よく生きる（ウェルビーイングな）」のはあなたであり、組織ではない。

もちろん地域でもない。よく生きる、よく生きようとする人々を支えようと

する組織や地域はある。しかし「よく生きる（ウェルビーイングな）」組織

や地域はない。主語は「あなた」という「人」だ

ストレートに「あなた」をお誘いすることも意義がある。地域魅力創造・

革新スパイラルの最初の一押し、最初に転がす「ごろり」を企てた企画者が、

気になる人をお誘いしていい。そのとき「なぜ、気になるんだろう」という

ことに意識的になれるとなおいい。「よく生きようとしている」人をお誘い

するのは素敵だ。

例えば、最近、地域に転入してきた人なんかはとてもいい。地域に長く住

む人には見えていないものが見えていることがある。新たに「よく生きる

（ウェルビーイングな）」機会を地域から提供することにもつながる。

さらに雪だるまもある。唐突だった、申し訳ない。雪だるま、いや雪玉と

いうほうがいいだろうか。スノーボール方式という人の探し方がある。雪玉

が斜面を転がっていくうちに、次々と雪をまきこみ、大きな雪だるまができ

るほどの大きさになる、そのように人づてに人を探す方法だ。

お誘いした「あなた」に、新たにお誘いしたい「あなた」を教えてもらう、

誘ってもらう。こんな方法も悪くない。地域魅力創造・革新スパイラルの企
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